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今月号のここがポイント！

2050 年カーボンニュートラルを目指して電動車への転換が進められており，そのキー

となる蓄電池の開発が活発化しています。そこで，安全な次世代型蓄電池として注目さ

れる全固体電池をテーマに取り上げました。

1 件目は固体電解質に求められる様々な特性を併せ持つ化合物を計算化学により探索

すると共に，それを実験化学により実証しています。計算化学と実験を組み合わせるこ

との重要性が良く分かります。2 件目は，フッ化物イオンが伝導する新しい固体電解質

を結晶構造で分類し，イオン伝導性を向上させる方法や伝導メカニズムについて詳細に

解説されています。3 件目は，全固体電池に特有である多くの固体界面を含む電極複合

体のイオン輸送を，交流インピーダンス測定等により解析する方法について紹介されて

います。
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